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神戸大学創立 110 周年記念事業 シンポジウム「学習成果を重視した評価への対応」

参加者アンケートの集計結果

回答数： 146（配布： 212） 回答率： 68.９％

○回答者属性

グラフ１

問 1、問３（複数選択可）
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問１ シンポジウム情報の入手経路

神戸大学

大学コンソーシアムひょうご

神戸

大学評価コンソーシアム

広島大学高等教育研究開発

センター

京都大学高等教育研究開発

推進センター「asagao ML」

教育学術新聞

その他

国立大学

46.6%
公立大学

1.4%

私立大学

43.2%
大学関係機

関

2.1%

民間企業

3.4%

その他

1.4%

回答なし

2.1%

所属機関

教員/研究

員

37.0%

職員

54.8%

その他

3.4%

回答なし

4.8%

職種国立大学からの参加

が最も多い。

職 員の 参加 が

最も多い。

大学評価コンソー

シアム経由の参加

登録者が最も多い。

グラフ２
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グラフ４
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問３ 興味・関心と合致したセッション

講演１ 答申

講演２ JABEE

講演３ IR

パネルディスカッショ

ン

特になし

回答なし

問２、問 4、問 5（１つ選択）は、得点化可能な項目のため、有効回答を尺度変換（選択肢１～５

まで数値が大きくなるにつれて評価がよくなるようにデータ変換）して集計。

グラフ５

0
0.5

1
1.5

2
2.5

3
3.5

4
4.5

5

問２ 理解が深まった 問４ 内容及び資料が

適切

問５ シンポジウムが有

益

問２、４、５の回答結果

その他意見・要望等の自由記述欄には、シンポジウムで取り扱った内容及び今後も継続してこのよ

うなイベントを企画してほしい旨のコメントをいただく一方、会場の空調、音響機器の不備につい

てもご意見いただいておりますので、今後の企画及び運営の際の参考とさせていただきます。

本アンケートの回答にご協力くださいました方々に、改めて御礼申し上げます。

若干の差異は見られる

ものの、いずれの講演

も参加者の興味・関心

と合致していた。

全体的に、シンポジウムは

有益であり、学修時間及び

学習成果の把握の必要性等

への理解が深まり、取扱っ

た内容及び資料は適切であ

ったとの結果が得られてい

る。


